



Introduction of Caring Theories and Research Trends in Japanese Nursing
　永	島	す	え	み
はじめに
	 ｢ケア｣ や ｢ナーシング｣ と1970年頃まで
はほとんど同意語として使われてきた ｢ケア
リング｣ は、ミルトン・メイヤロフ（Milton	



































































































































































年度 著者領域 文献No. 研究デザイン 研究対象 分析内容




















1999 教育 29 文献研究（49件） 文献 文献
研究手法
ケアリング概念
1997 教育 7 質問紙 量 患者－看護者 ケアリング行動
1994 教育 30 特集（総論） 総論 患者－看護者 ケアリング概念










1993 教育 5 総説 文献 患者－看護師 文献の推移
1993 教育 33 解説 文献 看護者、教育者、管理者
ケアリング概念
研究テーマの推移
1993 教育 34 論評 文献 患者－看護者 べナー看護論
1993 教育 3 解説 ― ― ―
1992 教育 35 基調講演 ― ― ―
































































































personal	 frame	of	 reference	 into	 the	other’s.	
When	we	care,	we	consider	 the	other’s	point	







































































































































































































































































































発刊年 総数 量 文献 質
質的研究デザインの種類
事　　例 観察 記録分析
2012 3 2 0 1 ０ 0 1
2011 6 4 0 2 １ 0 1
2010 6 2 1 3 ３ 0 0
2009 9 2 0 7 ４（インタビュー） 1 2
2008 7 2 0 5 ３（インタビュー） 1 1
2007 6 1 2 3 ２（語り１、インタビュー１） 0 1
2006 8 4 0 4 ２（語り１、振り返り１） 1 1
2005 5 2 0 3 １　事例（インタビュー１） 1 1
2004 8 4 1 3 ２（インタビュー） 0 1
2003 4 0 0 4 ２（振り返り１、インタビュー１） 0 2
2002 3 1 0 2 ２（振り返り１、インタビュー１） 0 0
2001 1 1 0 0 ０ 0 0
total 66 25 4 37 22 4 11
年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
教育 1 1 3 7 5 6 5 6 5 3 5 3







































































































































































































































































into	 the	 life	 space	 or	 phenomenal	 field	 of	
another	 person,	 is	 able	 to	 detect	 the	 other	
person’s	 condition	 of	 being	 (spirit,	 soul) ,	
feels	 this	 condition	 within	 him-or	 herself,	
and	responds	 to	 the	condition	 in	 such	a	way	
that	 the	recipient	has	a	release	of	 subjective	
feelings	 and	 thoughts	 he	 or	 she	 had	 been	
longing	 to	 release.	 As	 such,	 there	 is	 an	





harmonious	with	 one’s	 self	 and	 are	 kinder	
toward	and	more	mindful	of	 the	well-being	of	
each	person	and	ultimately	for	humankind	”	
20）	 吉田裕紀子・野嶋佐由美・畦地博子：精神科保
護室における看護師のケアリング，高知女子大
学看護学会誌，34巻，１号，pp.20-28，2009
21）	 坂本喜美・安藤和代・岡野美栄：重症心身障害
児（者）へのケアリングにおけるエキスパ トーナー
スの思い，「関わりにおいて大切に心がけている
こと」国立高知病院医学雑誌，16巻，pp.13-20，
2008
22）	 猪股千代子・佐治順子・高橋方子・他：パーキ
ンソン病患者に対する音楽療法の効果「ケアリ
ングの視点からの心の健康の定性的評価」,日本
統合医療学会誌,1巻, １号，pp.96-103，2008
23）	 濱田梨佐・安藤和代・井手野未奈・他：興奮状
態にある重症心身障害児（者）へのケアリング
行動，国立高知病院医学雑誌，18巻，pp11-16，
2010
24）	 重久加代子：がん看護に携わる看護師のケアリ
ング行動を促進する要因の探索「ケアリング行
動７因子と関連要因の下位尺度の分析より，看
護展望，36巻, ９号，pp.854-859，2011
25）	 藤山恒子・高橋真奈美・御手洗静代・他：「そ
の人らしく生きる」を支えるアシストケアリン
グ,併存疾患を有する高齢透析患者の在宅支援,日
本リハビリテーション看護学会学術大会集録23
回，pp.166-169，2011
26）	 増田裕美・濱耕子：妊娠期に入院を経験した女
性が認識する看護者のケアリング行動,日本看護
111
わが国の看護における「ケアリング」論の導入と研究の動向
倫理学会誌，４巻，１号，pp.22-31
27）	 山本浩子・中村もとゑ・森川千鶴子・他：老年
看護学概論履修後に学生が捉えた「ヒューマン・
ケアリングの意味」，日本看護福祉学会誌，17巻，
２号，pp.147-157，2012
28）	 犬童幹子：癌看護に携わる看護者のケアリング
に関する研究,　癌看護のケアリングに影響する
要因調査，日本がん看護学会誌，14巻，Vol.2，
pp.42-54，2000　
29）	 中柳美恵子：ケアリング概念の中範囲理論開発
への検討課題，看護学におけるケアリングの概
念分析を通して，呉大学看護学統合研究紀要,
１巻，２号，pp26-44，1999
30）	 木下幸代：ケア	/	ケアリングの意味するもの，
看護学雑誌，Vol.58，No.4，pp314-317，1994
31）	 Cynthia	Poznaski	Hutchison，（訳）鈴木千衣・
筒井真優美：高齢ナーシングホーム入居者間に
おけるケアリング行動のタイプと意味,　看護研
究，Vol.26，No.1，1993
32）	 Marilyn	Ray，（訳）清真佐子・吉田智美・筒
井真優美：組織文化における看護実践のための
ビューロクラティック・ケアリングの理論，看
護研究，Vol.26，No.1，pp.14-23，1993
33）	 近田敬子：「ケアリング」の概念と研究方法を
模索して，看護研究，Vol.26，No.1，pp40-47，
1993
34）	 羽山由美子・高田早苗・木下幸代：看護実践の
卓越性とケアリングのパワー，べナー看護論を
読んで，看護研究，Vol.26，No.3，pp51-60
35）	 樋口康子:ヒューマン・ケアリングの哲学的側面
“The	Philosophical	Aspect	of	Human	Caring”，
日本看護科学学会誌，Vol.12，No.4，pp.49-58，
1992
